
 

第６学年３組 学級活動（１）指導案    

 

令和 3 年 11 月 22 日（月）３校時 

指導者  〇〇 〇〇 

 

１ 議題  「６－３歴史の会をしよう」 

 

２ 議題について 

（１）議題選定までの経過 

 今までに「係を決めよう」「１学期を振り返ろう」「秋コンテストをしよう」が児童から議

題として出され，話合い活動を実践した。本学級では，お互いのよいところを認め合い支え

合っていこうという思いのもと，学級会が行われている。 

今回は，「オリジナルキャラクターでお話大会をしよう」「おすすめの本発表会をしよう」

「理科実験大会をしよう」などの提案があった。運動会や修学旅行を経験し，さらにクラス

の絆を深めることができないかと考えていく中で，「初めての議題で友達のよさを再発見でき

るのではないか」，「協力することで仲がより深まるのではないか」という考えから，この議

題が計画委員会で選定され，学級全体で決定した。 

 

（２）学級の実態と指導観（男子１３名 女子１４名 計２７名） 

本学級の児童は，これまでの学級会において，「三段階討議法」で話合いを進めていく経験

を重ねてきた。これまでの経験から話合いの型に沿って，児童主体で進めることができてい

る。しかし，この議題ではこうするという固定概念が生まれ，発想の幅が狭まってしまって

いることが課題である。今回は全員が初めて話し合う議題ということで，一人一人が提案理

由やめあてをしっかり意識し活発な意見の交流ができるように支援していきたい。みんなが

共通の実践イメージをもった状態で話合いに臨めるように,事前の情報共有をしっかり行っ

ていきたい。 

   また，本学級は，男女の分け隔てなく互いに助け合いながら生活することができている児

童が多いが，承認感の低い児童も数名見られる。授業中の発言は一部の児童に限定されてお

り，意見の交流が十分にできていない。発言が少ない児童でも自分の考えをしっかりともつ

ことができているので，学級会ノートを教師が事前に目を通し，認めることで発言につなげ

たい。さらに，話合いや実践での友達との関わりを通して承認感や自己有用感を高めていき

たい。 

 

３ 評価の観点・規準 

知識・技能 思考・判断・表現力等 主体的に取り組む態度 

 自発的・自治的な集団活動

の意義を理解し，活動を行う

上で必要となる話合い活動や

合意形成の方法を身につけて

いる。 

 多様な人の立場に立って，

学級や学校生活の課題を見出

し，解消するために話合い，

合意形成することができる。 

学級や学校の多様な集団や

活動に参画し，問題を主体的

に解決することを通して，よ

りよい生活を創造することが

できる。 

 

 

 

 



 

４ 活動の経過 

 月 日（曜日） 活動の場 活動の主体 活動の内容 

事 

前 

１１月８日（月） 朝の活動の時間 全体 議題の収集・選定・決定 

１１月９日（火） 朝の活動の時間 計画委員 提案理由・役割の決定 

１１月１０日（水） 朝の活動の時間 全体 学級会ノートの記入・集計 

１１月１１日（木） 

～１９日（金） 

朝の活動 

休み時間など 

計画委員 学級会ノートの集計 

話合いの計画 

本
時 

１１月２２日（月） 学級活動 全体 話合い活動 

事 

後 

１１月２４日（水） 

～１２月２日（木） 

朝の活動の時間 

休み時間など 
各係 

役割ごとの準備 

１２月３日（金） 学級活動 全体 実践・振り返り 

 

５ 本時のねらい 

 ・ 提案理由に基づき，自分の考えや意見をもって意欲的に話合い活動に参加している。 

（主体的に集団活動や生活に取り組む態度） 

 ・ みんなで協力して取り組み，互いのよさを再発見するための具体的な工夫を考えている。 

（思考・判断・表現力等） 

 

６ 本時の活動（別紙） 

 

７ 指導上の留意点 

 ・ 自分事として話合いに参加するための姿勢として，意見に対して反応したり感想をもった

りすることを児童に意識させる。 

 ・ 事前準備の段階で具体的なイメージを学級全体で共有できるように，説明資料などを作成

させて掲示しておく。 

・ 本時では，「話し合うこと１」の比べ合うから始める。 

 ・ 進行が滞っていたり，司会や黒板記録が困っていたら，適宜，他児童の助けが得られるよ

うにつなげたり，教師が助言したりして進めるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

６ 本時の活動（別紙） 

 
 




